
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生は１年生の時から学年で英単語や数学の勉強に取り組んでいます。１年生や３年生も授

業などで英単語の勉強をすると思いますが、先生が思うに、やはり、英語は単語力が必要だと思い

ます。英語力の基本の１つは英単語です。では、英単語はなぜそこまで重要なのでしょうか？ 

● 英語の４技能の基本は単語力 
まず、英語には４つの技能があります。それは Reading（読む）、Listening（聞く）、Writing

（書く）、Speaking（話す）の４つの技能（領域）です。いずれの技能においても、単語力がなけれ

ば上達することができません。やはり、英単語は英語学習に欠かせない要素といえます。 

● 「英語が苦手」ではなく「単語の量が足りない」のでは？ 

例えば、「ALT の先生と話した時にうまく言葉が出てこない」、「友達とペアで会話をするときに

何と返したらいいか分からない」という経験をしたことはあると思います。こういった経験に対して

「自分は英語が苦手」と思ってしまう方もいるかもしれませんが、それは英語が苦手なのではなく、

英単語のインプット（覚えること、頭の中に入れること）がかなり足りていないことが原因として考え

られます。英単語が足りなければせっかくの文法の知識を生かすことができません。（文法とは、現

在進行形、不定詞、現在完了形、受動態、関係代名詞などを言います） 

● 効果的に英単語を覚えよう 
以上のように、英単語は英語学習の中で非常に重要な位置を占めています。そこで、英語力を

上げるためには、効率的な英単語の学習が必要です。英単語を覚えて、英語の４技能を磨き上げ

ていきましょう。 

● 英単語が暗記できない理由はなんだろう 
英単語が覚えられない、単語の暗記が苦手、など思っている方もいるかもしれません。ですが、

英単語の記憶にはやってはいけないことがいくつかあります。思い当たる方は、ぜひ参考にしてみ

てくださいね。 

● すべて丸暗記しようとしていませんか？ 
まず、単語の丸暗記は効率的な覚え方とは言えません。なぜなら、英単語には様々な意味や文

脈があり、これらを無視してプリントや教科書に書いてあることをそのまま覚えても、実査愛の場面

で使えるとは限らないからです。英単語はプリントだけでなく、例文や関連している語句などと照ら

し合わせながら覚えましょう。 

● （悪いことではありませんが）書いてばかりいませんか？ 
単語を覚える場合には、ノートなどに書いて覚えると言う人も多いと思います。ですが、書いて覚

えることにはいくつか問題点があります。まず、書いたことに満足して単語を十分に覚えられない可

能性があります。さらに、「書くこと」は時間と手間がかかるので時間を割きにくいという点がありま

す。勘違いしないようにしてくださいね。書いて覚えることが決して悪いわけではありません。例えば、

無料アプリや市販の単語帳などを使用するか教科書の文章を読みながら覚えるなど、自分に合っ

た方法を見付けましょう。 

● 勉強時間や量を見直そう 
英単語を覚える上で最も大事なのが勉強量です。勉強量が少なければ、単語が身に付くことは

難しいです。英語を勉強しているけれどなかなか上達しないという方は、ぜひ自分の学習時間を見

直してみるといいかもしれません。 

● 効率の良い英単語の覚え方は？ 
では、効率的な英単語の覚え方とはどんなものでしょうか。以下、ヒントを 

書きますので、ぜひ参考にしてみてください。 

● 繰り返し、繰り返し勉強してみよう 

まず、繰り返し単語を反復して覚えることは、英単語の学習に欠かせません。英単語は一度きり

で覚えられることはほとんどないため、反復しながら覚えていくのが理想的です。中間考査や期末

考査直前だけでなく、定期的に勉強し、単語の定着を目指しましょう。 

● 積極的にアウトプット（アウトプット＝口に出したり、文字で書いたりすること）しよう 
積極的なアウトプットも英単語の定着のうえで非常に重要です。アウトプットと言っても、英語を

使える環境が周囲にない場合では実践的に行うことができません。その場合、単語を思い出すだ

けで十分にアウトプットをすることができます。単語を一通り見た後、スキマ時間に単語を思い出し

てみると、単語の定着がより期待できます。英語の勉強が苦手という人は、ゲームをするような感覚

で単語を思い出す練習をしてみるといいかもしれません。 

簡単なアウトプットを紹介しますね。例えば、「exciting（わくわくする）」という言葉を覚えたとし

ます。そこで大切なことは、この「exciting」がすぐ使えるかということです。簡単な英文でいいの

で自分で作ってみることが大切です。つまり、「 I watched a baseball game on TV 

yesterday. It was exciting!」という具合になります。 

● まとめです！ 
繰り返しになりますが、英単語を覚えるコツは単語の反復とアウトプットです。日々の生活に時間

を見つけながら、勉強を積み重ねていきましょう。 

✋英単語を丸暗記するのではなく、使い方や英文をイメージしながら覚えよう。 

✋英単語のみの学習ではなく、英語の学習における他の過程を疎かにしないようにしよう（４つの

技能を大切に）。 

✋インプット（覚える）だけでなくアウトプット（言葉に出す）を欠かさないようにしよう。 

今まで書いたことを頑張れば、英語の勉強は楽しくなっていくでしょうし、学習の基礎としての単

語力がしっかりとしたものになっていくはずです。 

ここで、付け加えておきたいのは、英単語を覚える環境やタイミングはそれぞれだということです。

例えば、２年生のように学年で取り組みケースもあれば、３年生のように高校の受験を控えている

場合もあります。また、英語検定受験のために、英語の勉強をしている人もいます。 

英単語の覚え方やインプット、アウトプットの方法も人それぞれです。自分の目的にあった方法を

見付けるのが理想的です。 

また、英単語を覚える際には、自分の目的に合った語彙（ごい＝単語の数）を増やすよう心がけ

ましょう。目的が受験である３年生であれば、入試問題に出る英単語を、授業がメインで ALTの先

生と話したい場合であれば日常的な単語を増やすのが理想的です。 

「なぜ英語を勉強するのか」という問いに立ち返って、英単語の学習にその答えを反映させてみ

ましょう。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
お ぐ ら ＜校訓＞ 
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英単語テストを頑張っている２年生に思う・・・ 


